
Ebino city Public relations

2013
 April
 vol.5584

今月の掲載記事
平成25年度施政方針・当初予算
バランスシート公表
新たな組織体制でスタート
CIVIC NEWS
まちのわだい
えびの気質「境田茉歩さん」
うまかもん「アスパラとニンジンの肉巻き」

と
っ
て
お
き
の〝
え
び
の
〟が
一
堂
に

「
道
の
駅
え
び
の
」開
館
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と
っ
て
お
き
の〝
え
び
の
〟が
一
堂
に

「
道
の
駅
え
び
の
」開
館

アーチ状の屋根を支える柱の下に木製の
ベンチがあります。

トイレは、24 時間利用可能です。多目的
トイレは、オストメイト対応です。

芝生広場では、四季折々の花などが楽し
めます。

物産館入り口にある道の駅の看板。市内
外のお客さんを出迎えます。

駐車場は、約 100 台の車が駐車できます。

　

平
成
20
年
度
か
ら
市
が
開
設
準

備
を
進
め
て
い
た
「
道
の
駅
え
び

の
」
が
4
月
20
日
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

施
設
に
は
、
市
内
で
生
産
さ
れ

る
農
産
物
や
特
産
品
の
展
示
・
販

売
所
の
ほ
か
、
え
び
の
市
の
旬
の

食
材
を
味
わ
え
る
バ
イ
キ
ン
グ
レ

ス
ト
ラ
ン
、
特
産
の
キ
ン
カ
ン
を

使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
食
べ

ら
れ
る
軽
食
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
え
び
の
市
観
光
の
情
報

発
信
基
地
と
し
て
、
観
光
案
内
所

を
備
え
て
い
ま
す
。
市
の
観
光
協

会
も
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
市
役
所

か
ら
施
設
内
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
」
開
設
に
あ
た
っ
て

は
市
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
と
す
る

た
め
、
構
想
段
階
か
ら
市
民
参
加

の
構
想
策
定
会
議
を
開
催
。
施
設

の
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
市

えびのの “ よかもん ” がそろった「道
の駅えびの」。主な施設を紹介します。

施設の概要

●屋根付き交流広場

● 24 時間利用可能なトイレ

●芝生広場

●道の駅えびの案内板

●広大な駐車場

問道の駅えびの
☎ 35-3338

・敷地面積
・構造
・延べ床面積
・駐車場面積
・管理・運営
・総事業費
・開館時間
・休館日

12367.60㎡
鉄骨造平屋建
982.11㎡
5134.38㎡（約 100 台）
JA えびの市（指定管理者）
518,465 千円
午前 9 時～午後 6 時
毎月第 3 火曜日

　

構
想
か
ら
約
４
年
、
市
民
の

力
を
結
集
し
た
交
流
物
産
館
「
道

の
駅
え
び
の
」
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
道
の
駅
が
多
く
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
利
用
さ
れ
、
地
域

発
展
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す

よ
う
引
き
続
き
最
大
限
の
努
力

を
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

口
蹄
疫
か
ら
の
復
興
、
南
九

州
の
交
流
拠
点
都
市
と
し
て
の

存
在
感
を
大
い
に
発
揮
し
ま

し
ょ
う
！
頑
張
ろ
う
！
え
び

の
！

えびの市長 村岡隆明

「
道
の
駅
え
び
の
」
を

地
域
発
展
の
シ
ン
ボ
ル
に

や
農
協
、
商
工
会
な
ど
５
団
体
で

構
成
す
る
物
産
館
運
営
協
議
会
で

調
整
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
道
の
駅
え
び
の
」
は
、
市
民

が
連
携
と
交
流
を
す
る
場
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

問
市
畜
産
農
政
課
農
政
企
画
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
２
４
１
）
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えびの産の旬の野菜などが並びます

えびの産の旬の食材で作った料理が並びます

寄って・買って・食べて！
とっておきの「えびの」そろえました。

＊バイキングレストラン

＊特産品販売所

　バイキングレストランで
は、えびの産の旬の食材を
使ったヘルシー指向の料理
が楽しめます。
　常時、30 品前後の料理
を心ゆくまで味わえます。
　レストランからは霧島連
山を一望できます。

　えびので育った朝どれ野
菜（イチゴ、玉ネギ、キャ
ベツ、ネギなど）や果物（カ
キ、ナシ、クリなど）、花（切
花、苗物など）、和牛をは
じめとした精肉、陶芸品や
木工・竹工など約 1200 品
種が並びます。

　商品は、えびの市特産品
出荷者協議会の約 230 人
から出荷されます。
　安心・安全対策として、
生産者とその産地などを明
示したトレーサビリティー

（生産履歴管理システム）
を導入しています。

＊軽食コーナー
　うどん、そばなども食べられる軽
食コーナーの目玉は、道の駅オープ
ンに合わせ、開発されたキンカンソ
フトクリームです。えびの産の完熟
キンカンを使ったソフトクリームは、
キンカンのさっぱりとした甘さと風
味が楽しめます。

＊観光案内所
　えびの市の観光をより便利に快適に楽し
んでもらうため、観光案内所を設置してい
ます。
　案内所には、パンフレットをはじめとし
て、えびの市の観光情報が充実。観光ボラ
ンティアガイドも紹介しています。
　グリーンツーリズムによる都市農村交流
の拠点として、多くの観光客を出迎えます。
問えびの市観光協会　☎ 35-3838

●座席数　97 席
●営業時間
　午前 11 時～午後 3 時
●バイキング利用料金
　大人：1000 円（税込）
　小学生以下：600 円（税込）
　小学生未満：400 円（税込）
問食堂えびのっ娘
☎ 35-3338
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3
月
定
例
会
が
3
月
6
日
か
ら
3
月
26

日
ま
で
開
か
れ
、
村
岡
市
長
は
「
平
成
25

年
度
施
政
方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。
今
回

は
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

■
今
年
度
の
施
政
方
針

　

え
び
の
市
の
財
政
状
況
は
、
健
全
化
判

断
比
率
等
の
財
政
指
標
で
は
健
全
性
を

保
っ
て
い
る
も
の
の
、
経
常
収
支
比
率
は

92
・
０
％
と
依
然
と
し
て
硬
直
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
少
子
化
、
人
口
減
少
に
よ
り
、

市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
の
主
要
な
一
般

財
源
は
大
幅
な
増
収
が
当
面
見
込
ま
れ
な

い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
、

行
政
運
営
は
、
市
民
に
と
っ
て
必
要
と
な

る
施
策
を
展
開
し
、
市
民
総
力
戦
で
対
応

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
同
時

に
、
え
び
の
市
は
、
口
蹄
疫
や
新
燃
岳
災

害
か
ら
の
復
興
半
ば
で
あ
り
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
と
産
業
の
活
性
化
、
交
流

人
口
の
増
に
的
確
に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算
で

は
、「
地
域
経
済
の
活
性
化
」、「
安
心
・

安
全
の
確
保
」、「
自
治
組
織
の
活
性
化
」

を
最
重
要
課
題
に
位
置
づ
け
、
市
民
と
の

協
働
に
よ
り
、
一
日
で
も
早
い
本
市
の
経

済
の
本
格
的
回
復
を
め
ざ
す
「
新
た
な
力

　

新
生
予
算
」
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
口
蹄
疫
や
新
燃
岳
の
噴

火
等
の
影
響
に
よ
る
経
済
低
迷
か
ら
の
脱

却
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
め
ざ
す
た

殖
経
営
増
頭
対
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
畜
産
技
術
者
を

嘱
託
員
と
し
て
配
置
し
、
細
や
か
な
営
農

支
援
に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。さ
ら
に
、

和
牛
日
本
一
の
原
点
と
な
っ
た
優
秀
な
和

牛
繁
殖
雌
牛
の
市
外
へ
の
流
出
を
防
ぐ
た

め
、
優
良
雌
牛
の
保
留
対
策
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

観
光
の
振
興
で
は
、
自
然
景
観
、
歴
史
・

文
化
、
温
泉
な
ど
多
様
な
観
光
資
源
の
有

効
活
用
、
体
験
型
の
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
な
ど

関
係
機
関
や
地
域
と
協
働
に
よ
る
観
光
メ

ニ
ュ
ー
の
創
設
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
ま
ち
の
活
力
あ
る
環
境
づ
く
り

　

ま
ち
づ
く
り
で
は
、
市
民
が
ゆ
と
り
と

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
「
安
全
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

長
期
的
な
視
点
で
都
市
の
将
来
像
を
明
確

に
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
の
大
き
な
道

筋
を
明
ら
か
に
す
る
都
市
計
画
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

■
志
と
郷
土
愛
を
持
つ
人
づ
く
り

　

少
子
高
齢
化
の
中
、
学
校
教
育
の
充
実

の
た
め
、
え
び
の
市
一
貫
教
育
の
さ
ら
な

る
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に

学
べ
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
通
学
路

な
ど
の
危
険
箇
所
の
把
握
と
関
係
機
関
等

と
の
連
携
強
化
に
よ
る
安
全
対
策
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

め
、「
経
済
活
性
化
枠
」
を
新
た
に
設
け

ま
し
た
。
第
10
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

で
の
宮
崎
牛
の
日
本
一
２
連
覇
達
成
や

「
道
の
駅
え
び
の
」
の
オ
ー
プ
ン
を
契
機

と
し
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
交
流
人

口
の
増
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
の
確
保
で
は
、
消
防
費
や

施
設
改
修
費
を
増
額
し
た
「
安
心
・
安
全

対
策
枠
」
を
新
た
に
設
け
、「
経
済
活
性

化
枠
」、「
安
心
・
安
全
対
策
枠
」
合
わ
せ

て
、
約
２
億
円
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

自
治
組
織
の
活
性
化
で
は
、
地
域
運
営

協
議
会
へ
の
助
成
や
地
域
活
性
化
の
活
動

予
算
を
増
額
し
、
自
主
自
立
し
た
地
域
運

営
を
目
指
し
ま
す
。

■
活
力
を
生
む
産
業
づ
く
り

　

農
業
の
振
興
で
は
、「
地
域
資
源
を
生

か
し
た
産
業
の
振
興
」
に
基
づ
き
、
国
・

県
の
各
種
事
業
の
活
用
と
独
自
の
取
り
組

み
に
よ
り
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
「
道
の
駅

え
び
の
」
は
、
今
後
の
農
畜
産
物
の
販
売

拠
点
に
位
置
づ
け
、
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
の
確
立
、
市
内
外
へ
の
農
畜

産
物
の
販
売
拡
大
に
よ
る
農
家
所
得
の
向

上
な
ど
に
努
め
ま
す
。

　

枝
肉
価
格
の
低
迷
が
続
く
肥
育
農
家
支

援
で
は
、
素
牛
導
入
に
お
け
る
負
担
軽
減

対
策
の
拡
充
及
び
価
格
安
定
対
策
に
よ
る

農
家
負
担
の
軽
減
対
策
を
継
続
し
な
が

ら
、
市
内
外
で
の
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。和
牛
繁
殖
農
家
対
策
で
は
、

牛
舎
新
設
、
増
頭
を
支
援
す
る
肉
用
牛
繁

■
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
の
推
進
で
は
、
市
民
誰
も

が
元
気
で
心
身
と
も
に
健
康
で
心
豊
か
に

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
、疾
病
の
予
防
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
重
点
を
置
い
た

事
業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら

が
積
極
的
に
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
め
る
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
住
民
参
加
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

平
成
24
年
度
策
定
し
た
「
え
び
の
市
協
働

推
進
指
針
」
に
基
づ
き
、
協
働
の
啓
発
や

市
民
と
職
員
の
研
修
を
実
施
し
、
新
た
に

市
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、進
め
て
い
き
ま
す
。

　

協
働
に
よ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
で

は
、「
地
域
運
営
協
議
会
」
の
確
立
と
自

治
会
加
入
を
促
す
支
援
を
行
う
と
と
も

に
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠

点
と
し
た
活
動
が
活
発
化
す
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
か
お
の
見
え
る
福
祉
の
充
実

　

地
域
福
祉
の
推
進
で
は
、
地
域
福
祉
推

進
会
議
の
充
実
を
図
り
、
地
域
福
祉
活
動

事
業
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
施
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
子
ど
も
医

療
費
の
一
部
助
成
を
実
施
し
、
子
育
て
家

庭
へ
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域

全
体
で
高
齢
者
の
自
立
生
活
を
支
え
合

い
、
安
心
し
て
住
み
な
れ
た
地
域
で
居
宅

生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

■
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り

　

交
通
安
全
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
民
総
ぐ
る
み
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
を
推
進
す
る
た
め
運
転
免
許
証
返
納

促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、
自
主
防
災
組
織

の
活
動
支
援
・
強
化
に
努
め
る
な
ど
行
政

と
市
民
が
協
働
で
地
域
の
防
災
力
を
向
上

さ
せ
る
防
災
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

■
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り

　

自
然
と
調
和
し
た
住
み
よ
い
生
活
環
境

づ
く
り
で
は
、
河
川
浄
化
に
つ
な
が
る
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
を
引
き
続
き
推
進
し

市民一体のまちづくり
平成25年度施政方針

【特集】平成 25 年度施政方針・当初予算

な
が
ら
水
質
保
全
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　

定
住
対
策
で
は
、
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
事
業
の
拡
充
、
定

住
促
進
サ
イ
ト
へ
の
積
極
的
な

情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

西
諸
市
町
合
同
に
よ
る
大
都
市

圏
で
の
移
住
相
談
会
の
開
催
や

受
入
体
制
の
整
備
・
充
実
な
ど

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

交
通
手
段
を
持
た
な
い
市
民

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、平
成
24
年
度
に
引
き
続
き
、

西
部
地
区
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
実
証
実
験
を
実
施
し
ま
す
。
東
部
地
区

に
つ
い
て
も
、
市
民
の
利
便
性
に
配
慮
し

た
本
格
運
行
の
実
現
に
向
け
、
具
体
的
な

実
施
計
画
の
検
討
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
25
年
度
の
施
政
方
針
と
施

策
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
第
５

次
え
び
の
市
総
合
計
画
の
着
実
な
推
進
に

向
け
て
、
市
民
と
一
体
と
な
り
、
ま
た
、

協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
「
大
自
然
と
人
々

が
融
合
し
、「
新
た
な
力
」
が
躍
動
す
る

　

え
び
の
」
の
実
現
に
向
け
、
各
種
施
策

･

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
今
ま
で
以
上
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市税
17 億 6,566 万円

（17.3％）

繰入金
8 億 2,372 万 6 千円

（8.1％）

諸収入
2 億 8,094 万 3 千円

（2.8％）

使用料及び手数料等　
2 億 9,632 万 6 千円

（2.9％）

災害復旧事業費
9,570 万円（0.9％）

・

・ ・

・

・

地方交付税
38 億 1,750 万 9 千円

（37.5％）

国庫支出金
13 億 851 万 4 千円

（12.8％）

県支出金
8 億 924 万 3 千円

（7.9％）

地方債
6 億 8,936 万 8 千円

（6.8％）

地方譲与税等
3 億 9,571 万 1 千円

（3.9％）

総額
101 億

8,700 万円

総額
101 億

8,700 万円

人件費
20 億 6,878 万円

（20.3％）

扶助費
22 億 3,758 万 7 千円

（22.0％）

公債費
8 億 2,513 万 4 千円

（8.1％）

普通建設事業費
6 億 8,626 万 9 千円

（6.7％）

その他
42 億 7,353 万円

（42.0％）

自主財源 31 億 6665 万 5 千円（31.1％）
義務的経費 51 億 3150 万 1 千円（50.4％）

その他の経費 42 億 7,353 万円（42.0％） 依存財源 70 億 2034 万 5 千円（68.9％）

投資的経費 7 億 8,196 万 9 千円（7.6％）

平成 25年度当初予算
一般会計予算は、101 億 8,700 万円です

■会計別予算の状況
会　　計 25 年度 24 年度 増減率

国民健康保険特別会計 3,670,780 3,456,563 6.2％

後期高齢者医療特別会計 625,205 621,008 0.7％

介護保険特別会計 2,804,879 2,739,652 2.4％

観光特別会計 30,479 29,047 4.9％

水道事業会計 625,773 596,300 4.9％

病院事業会計 1,023,553 1,039,682 － 1.6％

単位：千円

■市民一人あたりの予算額（一般会計）
※ 4 月 1 日現在、住民基本台帳で算出。

１人あたり 474,299 円

１世帯あたり 994,824 円

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
０
１
億
８
７
０
０
万
円
で
す
。
平

成
24
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
、

３
億
３
９
０
０
万
円
、率
に
し
て
約
３
・
２
％

の
減
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
の
財
源
割
合
は
、
構
成
比
で
自

主
財
源
（
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
）
は

■一般会計歳出目的別分類状況

31
・
１
％
、
依
存
財
源
（
国
や
県
か
ら
の
交

付
金
・
支
出
金
や
、
地
方
債
に
よ
る
財
源
）

は
68
・
9
％
と
な
っ
て
お
り
、
依
存
財
源
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
来

月
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

問
市
財
政
課
財
政
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

■
用
語
の
説
明

歳
入

【
自
主
財
源
】
市
が
自
ら
徴
収
ま
た
は
収

納
で
き
る
財
源
。

【
依
存
財
源
】
国
や
県
の
意
思
に
よ
り
決

定
さ
れ
た
額
を
、
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り

当
て
ら
れ
た
り
す
る
財
源
。

【
地
方
交
付
税
】
地
方
公
共
団
体
が
等
し

く
そ
の
行
う
べ
き
事
務
を
遂
行
で
き
る
よ

う
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
を
通
じ
て
交

付
さ
れ
る
お
金
。

【
国
庫
支
出
金
】
国
か
ら
地
方
自
治
体
に

支
出
さ
れ
る
補
助
金
や
委
託
金
。

【
地
方
債
】
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

う
時
、
借
り
入
れ
る
お
金
。

歳
出

【
義
務
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
義
務
付
け

ら
れ
、
任
意
に
削
減
す
る
こ
と
が
困
難
な

経
費
。

【
投
資
的
経
費
】
そ
の
支
出
が
建
物
、学
校
、

道
路
な
ど
、
資
産
形
成
に
向
け
ら
れ
る
経

費
。

【
人
件
費
】
市
職
員
給
与
、
市
議
会
議
員
・

各
種
委
員
報
酬
な
ど
の
経
費
。

【
扶
助
費
】
法
令
に
基
づ
き
、
被
扶
助
者

に
支
出
さ
れ
る
経
費
。

【
公
債
費
】
市
が
借
り
入
れ
た
お
金
の
返

還
金
。

【
普
通
建
設
事
業
費
】
道
路
、
橋
り
ょ
う
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
公
共
用
施
設
の
新
設
や

増
設
に
要
す
る
経
費
。

歳　出 歳　入

科目 25 年度 24 年度 増減率 科目 25 年度 24 年度 増減率

議会費 154,211 156,948 － 1.7％ 土木費 610,453 657,052 － 7.1％

総務費 1,528,157 1,534,247 － 0.4％ 消防費 335,509 310,276 8.1％

民生費 3,754,350 3,690,909 1.7％ 教育費 655,486 743,649 － 11.9％

衛生費 1,021,075 1,032,241 － 1.1％ 災害復旧費 127,531 135,773 － 6.1％

労働費 8,018 7,626 5.1％ 公債費 825,134 873,095 － 5.5％

農林水産費 835,075 1,078,978 － 22.6％ 予備費 30,027 30,430 － 1.3％

商工費 301,974 274,776 9.9％ 合計 10,187,000 10,526,000 － 3.2％

単位：千円

・

【特集】平成 25 年度施政方針・当初予算
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貸方 固定資産や株、預金などの資産 借方 資産を手に入れるために支払ったお金と借金

○土地や建物などの固定資産 借金（負債）

210 万 3 千円 52 万 6 千円
○株などへの投資 ○すでに支払った額（純資産）

20 万 9 千円 203 万 2 千円
○現金・預金 うち、国庫・県支出金で支払った額

24 万 6 千円 60 万 1 千円
資産合計 255 万 8 千円 負債純資産合計 255 万 8 千円

資産と負債のバランスは？

　

市
で
は
国
の
行
政
改
革
指
針
（
平

成
18
年
）
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度

に
新
地
方
公
会
計
制
度
の
導
入
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
、
公
表
す
る
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
は
、
新
地
方
公
会
計
制

度
を
活
用
し
て
作
成
し
た
も
の
で

す
。

新
地
方
公
会
計
制
度

　

新
地
方
公
会
計
制
度
導
入
の
目
的

は
、「
自
治
体
の
資
産
・
債
務
改
革

等
に
役
立
つ
手
法
の
整
備
」
で
す
。

し
か
し
、
単
な
る
手
法
の
整
備
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、
市
民
に
対
す
る

財
政
状
況
の
適
切
な
情
報
開
示
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
行
政
の
透
明
性
を

よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
地
方
公
会
計
制
度
で
は
、
連
結

財
務
書
類
の
作
成
を
行
い
ま
す
。
市

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
一
般
会
計
を

中
心
と
し
た
普
通
会
計
だ
け
で
な

く
、
多
様
な
会
計
（
水
道
事
業
や
国

民
健
康
保
険
な
ど
）や
関
係
団
体（
西

諸
広
域
行
政
事
務
組
合
な
ど
）
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
普
通
会
計
の
財
務
書

類
を
作
成
す
る
だ
け
で
は
、
必
ず
し

も
行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体
と
し
て

の
市
の
財
務
状
況
の
全
体
像
を
表
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
市

と
関
係
団
体
等
を
連
結
し
て
１
つ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体
と
し
て
と

ら
え
、
公
的
資
金
等
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
た
資
産
の
状
況
、
そ
の
財
源
と

さ
れ
た
負
債
・
純
資
産
の
状
況
、
さ

ら
に
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
要

し
た
コ
ス
ト
や
資
金
収
支
の
状
況
な

ど
を
総
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
、
連
結
財
務
書
類
の
作
成
の
目
的

で
す
。

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
貸
借
対
照
表
）

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
保
有

し
て
い
る
財
産
（
資
産
）
と
、
そ
の

資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
・

純
資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
総
括

的
に
対
照
表
示
し
た
財
務
書
類
で

す
。
表
内
の
資
産
合
計
額（
表
左
側
）

と
負
債
・
純
資
産
合
計
額
（
表
右
側
）

が
一
致
し
、
左
右
が
均
衡
（
バ
ラ
ン

ス
）
し
て
い
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
度
決
算
分
か

ら
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
の
財
政
状

況
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

市
民
一
人
あ
た
り
に
換
算
し
た
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

【
連
結
決
算
日
】

平
成
24
年
3
月
31
日

問
市
財
政
課
行
政
経
営
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
８
３
）

市では、平成 23 年度決算をもとに、市の財政状況を身近に感じてもらえるよう、市民一人当たり
に換算したバランスシートを作成しましたので紹介します。

■連結財務書類の対象となる会計・団体・法人
団体・会計の区分 会計名または組織名

普通会計 一般会計

保険等事業会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

老人保健特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

公営企業会計

水道事業会計

病院事業会計

観光特別会計

一部事務組合・広域連合

西諸広域行政事務組合

宮崎県後期高齢者医療広域連合

宮崎県自治会館管理組合

地方公社・第三セクター等 該当なし

行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体

え
び
の
市

関
係
団
体

公
営
事
業
会
計

総資産額合計 557 億 9,613 万 6 千円、人口 21,814 人（平成 24 年 3 月 31 日現在）

市民一人当たりのバランスシート

えびの市がこれまでに整備してき
た道路や公共施設などの総額は
210 万 3 千円だよ。ちなみに、そ
の整備のための借金が、まだ 52
万 6 千円残っているんだ。でも、
これは少しずつ計画的に返してい
るんだよ。
現金や預金は、24 万 6 千円持っ
ているようだね。
※市民一人当たりに換算した数値

僕たちのまちは、
どうなっているの？

えびの市のバランスシート
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新たな組織体制でスタート

④旅行
⑤赴任前は、小林保健所に
勤務していました。市立病
院では、病気の予防にも力
を入れていきたいと思いま
す。

④ドライブ
⑤鹿児島市出身です。えび
の市や仕事のことなどたく
さん勉強して、市民の皆さ
んや同僚からも信頼される
職員を目指します。

④音楽鑑賞、野球
⑤わからないことは、先輩
に聞いたり、自分で勉強し
たりしながら、市民の皆さ
んの役に立てるよう頑張っ
ていきたいです。

④パソコンでの画像編集
⑤市民の皆さんのお役にた
てるよう一日でも早く仕事
を覚えたいです。職場では、
笑顔を忘れずに頑張りたい
です。

④食べること、寝ること
⑤わからないことが多く市
民の皆さんにご迷惑をかけ
ることがあると思いますが
日々努力し、少しでもお役
にたてるよう頑張ります。

④ハンドボール
⑤市職員としていろいろな
ことを学び、学んだことを
自分のものにし、それを生
かして、えびの市を元気に
していきたいです。

④テニス、書道（5 段）
⑤いろいろな出会いを大切
にし、市民の皆さんに、「村
脇さんが担当でよかった」
と思われる職員を目指した
いです。

④音楽鑑賞
⑤仕事やいろいろな人の出
会いは、自分を成長させて
くれるということを忘れず
に、日々の仕事にまい進し
ていきたいです。

④旅行、映画鑑賞、茶道
⑤一日でも早く仕事を覚
え、一人前の職員になりた
いです。車の運転に自信が
ありませんが市内の名所な
どを巡ってみたいです。

④読書
⑤東長江浦の祖母の家に農
業 の 手 伝 い に 来 て い ま し
た。えびのが発展するよう
いろいろなことを勉強して
いきたいです。

④映画鑑賞、数独
⑤えびの市の人が笑顔で暮
らせるよう、一日でも早く
仕事を覚えたいです。これ
から、人との出会いなどを
大切に仕事を頑張ります。

④お菓子づくり
⑤少しでも早く、仕事に慣
れ、市民の皆さんの役に立
て る よ う 努 力 し て い き ま
す。えびののこともどんど
ん知っていきたいです。

④公園巡り、スポーツ観戦
⑤えびのに住み始めて日が
浅いですが、この地にしっ
か り 根 を は り、 市 民 の 皆
さんに信頼されるよう、頑
張っていきます。

④ふらっと出かけること
⑤ 1 日、1 日が失敗と勉強
の日々になります。1 日で
も早く、仕事に慣れ、市民
の皆さんと信頼関係が築け
るよう、頑張ります。

②甲坂直美（こうざかなおみ）

②洲戸拓郎 （すど たくろう） ②柿木啓介 （かきのきけいすけ）

②立岡良一 （たておかりょういち）②山住晃平 （やまずみこうへい）

②瀬戸佑奈 （せとゆうな）

②村脇奈保子 （むらわきなほこ） ②阪元瑠果 （さかもとるか）

②新盛祥子 （しんもりしょうこ）

②春口太志 （はるぐち ひろし） ②福田省吾 （ふくだせいご）

②黒木美智代 （くろぎみちよ）

②井手香織 （いでかおり）

②皆内洋人 （みなうちひろと）

③京町

③鹿児島市 ③都城市

③中内竪③湯田

③小林市

③宮崎市 ③宮崎市

③都城市

③鹿児島市 ③三股町

③都城市

③日南市

③宮崎市

①市立病院（医師）

①農業委員会事務局 ①市立病院

①市民環境課

①福祉事務所

①税務課

①社会教育課 ①畜産農政課

①健康保険課①社会教育課 ①農林整備課（技師）

①健康保険課①農林整備課

①会計課

　

4
月
1
日
か
ら
市
役
所
の
組
織

は
、
環
境
行
政
を
効
率
的
に
進
め
る

た
め
、
市
民
課
と
環
境
業
務
課
を
統

合
し
、
市
民
環
境
課
を
設
置
。
ま

た
、
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
畜
産
業

や
農
業
の
振
興
策
の
強
化
、
交
流
物

産
館
（
道
の
駅
）
の
開
業
な
ど
諸
課

題
へ
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
対
応
す
る

た
め
、
畜
産
農
林
課
と
建
設
課
の
２

課
を
畜
産
農
政
課
、
建
設
課
、
農
林

整
備
課
の
３
課
に
再
編
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
は
、
新
規
採
用
職
員

13
人
（
男
7
人
、
女
6
人
）
を
迎
え

２
９
８
人
体
制
と
な
り
ま
す
。

　

市
立
病
院
で
は
、
新
た
に
、
呼
吸

器
内
科
が
専
門
の
甲
坂
直
美
医
師
を

迎
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
今
ま
で
以

上
の
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
取
り

組
み
と
し
て
、
市
と
宮
崎
県
で
「
職

員
の
人
事
交
流
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
職
員
の
資
質
向
上
と
相
互

理
解
の
推
進
の
た
め
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
市
か
ら
は
、
中
村
美
朗

主
事
（
前
観
光
商
工
課
）
を
宮
崎
県

庁
に
派
遣
し
ま
し
た
。
派
遣
先
は
、

県
福
祉
保
健
部
こ
ど
も
政
策
局
こ
ど

も
政
策
課
で
す
。
派
遣
期
間
は
1
年

で
す
。

平成 25 年４月１日付けで、次の 13 人がえびの市役所の職員として採用されました。
新規採用職員と市立病院医師の抱負を紹介します。①配属先、②氏名、③出身地、④趣味・特技、⑤抱負

新規採用職員を紹介します
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CIVIC NEWS
市政ニュース

畜舎周辺には消石灰の散布を

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型指定は
河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増えること
があります。

公共工事入札・契約監視委員会

　

え
び
の
市
で
口こ

う
て
い
え
き

蹄
疫
が
発
生
し

て
3
年
が
経
ち
ま
す
。
近
隣
諸
国

で
は
、
未
だ
口
蹄
疫
が
猛
威
を
ふ

い
、
国
内
で
も
、
口
蹄
疫
が
い
つ

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
す
。

　

市
で
は
、
平
成
22
年
の
経
験
・

教
訓
を
踏
ま
え
、
市
全
体
の
防
疫

体
制
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
、
え
び
の

市
で
口
蹄
疫
を
二
度
と
発
生
さ
せ

な
い
た
め
に
も
、
飼
養
家
畜
の
健

康
状
態
等
の
観
察
と
飼
養
管
理
基

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
市

内
4
か
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
や
地
域
の
つ
な
が

り
の
希
薄
化
が
進
む
中
で
、
自
治

会
活
動
は
、
地
域
の
活
性
化
や
地

域
の
問
題
解
決
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
、
各
自
治
会
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
自
治
会
活
動
の
情
報
提
供

や
地
域
の
実
情
の
把
握
、
集
落
の

　

私
た
ち
が
共
有
す
る
貴
重
な
財

産
で
も
あ
る
河
川
。
市
で
は
、
河

川
の
環
境
保
全
の
た
め
に
水
質
検

査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、
市
内
の
７
か
所

で
す
。
分
析
で
は
、
５
項
目
（
Ｐ

Ｈ
＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝

溶
存
酸
素
量
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ
Ｓ
＝
浮
遊

物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）
の
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の

普
及
啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川

の
生
活
排
水
処
理
対
策
を
行
い
、

準
の
徹
底
等
、
口
蹄
疫
等
の
伝
染

病
の
侵
入
防
止
に
万
全
を
期
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
毎
月
20
日
は
、
消
毒
の
日
】

　

毎
月
20
日
は
、
県
下
一
斉
消
毒

の
日
で
す
。
以
下
の
こ
と
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

○
畜
舎
の
消
毒

○
消
石
灰
散
布

○
踏
み
込
み
消
毒
槽
の
点
検

○
畜
舎
周
囲
の
清
掃

問
市
畜
産
農
政
課
畜
産
振
興
室

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
２
２
２
）

維
持
・
活
性
化
に
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
行
う

世
代
間
交
流
事
業
や
学
習
会
、
地

域
づ
く
り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政

と
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

飯
野
、
上
江
、
加
久
藤
、
真
幸

の
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
交

流
で
き
る
施
設
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域

の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

河
川
の
汚
濁
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。
各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁

防
止
に
心
が
け
、
私
た
ち
の
共
有

す
る
貴
重
な
財
産
で
も
あ
る
河
川

の
環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
環
境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ

さ
い
。

※
基
準
値
以
上
の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
何
ら
か
の
罰
則
規
定
等
が
あ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
環
境
課
生
活
環
境
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
２
８
５
）

防
疫
体
制
は
万
全
で
す
か

自
治
会
活
動
の
運
営
を
支
援

河
川
水
質
検
査
結
果
を
公
表

口
蹄
疫
発
生
か
ら
3
年

4
地
区
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

守
ろ
う
貴
重
な
水
資
源

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
発
生

し
た
職
員
に
よ
る
不
正
事
件
を
受

け
、
平
成
24
年
1
月
に
「
入
札
・

契
約
制
度
改
革
に
関
す
る
実
施
方

針
」
を
策
定
し
、
事
件
の
再
発
防

止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

策
定
か
ら
平
成
25
年
3
月
ま
で

に
取
り
組
ん
で
き
た
主
な
内
容
に

つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
財
政
課
行
政
経
営
係

☎
35
‐
１
１
１
１
内
線（
３
８
３
）

入
札
・
契
約
改
革
の
取
組

不
正
の
再
発
防
止
に
向
け
て

●検査結果（検査日：平成 25 年 2 月 12 日）●市の主な取り組み

●お問い合わせ先

項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPL/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25

以下 1,000 以下

下久保原橋 7.3 11.8 0.5
未満 2 80

二十里橋 7.3 11.1 0.5
未満 2 330

池島橋 7.1 10.7 0.6 3 790

長江川橋 7.2 10.0 0.8 3 4,900

関川橋 7.3 10.8 0.5
未満 2 80

新岩次橋 7.3 11.0 0.5
未満 3 1,700

山川橋 7.2 12.2 0.5
未満 1 170

公共工事入札・契約監視委員会を設置
市外の有識者で構成された委員会を2回開催し、入札の執行状況
等に対する意見をもらいました。

入札時の最低制限価格算出方法の変更
最低制限価格を入札会場にあるコンピューターでランダムに発
生させた係数を用いて、算出することにより不正防止を図りま
した。

入札及び契約事務の組織体制を見直し
平成24年4月に入札を執行する担当（入札管財係）を、工事設計
技師がいない財政課に移管しました。また、平成25年4月からは、
契約業務も扱う入札・契約係に再度見直します。

公益通報制度を強化
通報しやすいよう外部の法律事務所に通報窓口を設置しました。
また、電子メールによる受付も可能としました。

その他の取り組み
・職員の懲戒処分の基準を追加し、強化しました。
・全職員を対象に、職員倫理、コンプライアンス（法令順守）研
修を定期的に開催しています。

・入札に参加する企業を対象に倫理研修会を開催しました。

藤﨑さん、溝口さん、田中さん、愛甲さん（左から）

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号
飯野地区 田中　俊廣 33-0030
上江地区 溝口　幸男 33-5799
加久藤地区 愛甲　文広 35-2268
真幸地区 藤﨑　裕之 37-3221
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3
月
5
日
、
西
諸
地
区
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
事
業
協
同
組
合
の
役
員

2
人
が
市
長
を
訪
問
。
防
犯
ブ

ザ
ー
１
８
０
個
を
市
に
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
組
合
が
今
春
１
年

生
に
な
る
児
童
の
防
犯
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
贈
っ
た
も
の
で

す
。

　

寄
贈
に
あ
た
り
同
組
合
の
小
菜

良
雄
さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
の

通
学
の
安
心
安
全
の
た
め
、
こ
の

防
犯
ブ
ザ
ー
が
犯
罪
な
ど
の
抑
止

力
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

3
月
17
日
、
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
、「
シ
バ

フ
Ｄ
Ｅ
フ
リ
マ
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
市
内
外

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ

主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
、
古
着
、
小
物
、
本

な
ど
約
58
店
も
の
店
が
並
び
、
市

民
ら
約
２
０
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
え
び

の
駐
屯
地
の
装
備
品
な
ど
の
展
示

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

4
月
4
日
、「
春
の
地
域
安
全
・
交

通
安
全
運
動
」
決
起
集
会
が
市
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。集
会
に
は
、

39
団
体
の
約
２
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
決
起
集
会
は
、
犯
罪
や
交
通
事

故
の
な
い
安
心
し
て
生
活
で
き
る
え
び

　

3
月
17
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で

「
と
ど
ろ
ん
滝
の
が
ら
っ
ぱ
ど
ん
」
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
演
に
は
、
公

募
な
ど
で
結
成
し
た
団
員
（
小
・
中
学

生
で
構
成
）
な
ど
約
80
人
が
出
演
。
序

章
か
ら
第
２
幕
ま
で
あ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
披
露
し
ま
し
た
。

防犯ブザー 180 個を寄贈

子どもの安全に役立てて
シバフでフリーマーケット

春のえびのを満喫

交通事故ゼロを目指して

手作り舞台、市民が熱演

春の地域安全・交通安全決起集会

ミュージカル「とどろん滝のがらっぱどん」

の
市
を
目
指
そ
う
と
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

集
会
で
は
、
新
入
学
児
童
生
徒
の
代

表
に
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
集
会
の
最
後
に
は
、
参
加
者
全

員
で
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
を
行
い
、
交
通

事
故
防
止
へ
の
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
市
民
提
案
運
営
型
自

主
文
化
事
業
を
活
用
し
て
、
市
民
グ

ル
ー
プ
「
え
び
の
ジ
ュ
ニ
ア
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
内

外
か
ら
訪
れ
た
約
５
５
０
人
は
、
幕
が

終
わ
る
た
び
盛
ん
な
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

4
月
7
日
、永
山
運
動
公
園
で
、

平
成
25
年
度
え
び
の
市
消
防
団
入

退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
36
人
が
消

防
団
に
入
団
、
36
人
が
退
団
し
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
通
常
訓
練
や
新
入
団

員
な
ど
へ
の
辞
令
交
付
、
巡
閲
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
、
第
2

分
団
第
1
部
に
入
部
し
た
河
野
寛

和
さ
ん
が
「
市
民
の
安
全
・
安
心

の
た
め
、
良
心
に
従
い
、
忠
実
に

消
防
の
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
誓

を
い
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

2
月
27
日
、西
川
北
公
民
館
で
、

新
規
就
農
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
祝
賀
会
に
は
、
新
規
就
農
者

や
関
係
者
ら
約
25
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
会
は
、
市
内
で
5
年
未
満

の
新
規
就
農
者
を
励
ま
そ
う
と
市

農
村
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
が
計

画
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
現

在
、
え
び
の
で
の
5
年
未
満
の
就

農
者
は
13
人
で
す
。

　

会
で
は
、
研
修
会
や
ビ
ュ
ッ

フ
ェ
ス
タ
イ
ル
の
会
食
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
情
報
の
共
有
と
交

流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

平成25年度えびの市消防団入退団式

新たな組織体制で始動
5 年未満の就農者を対象に祝賀会

交流で農業の輪を深める
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将
来
の
夢
は
女
子
プ
ロ
野
球
選
手

　
「
将
来
の
夢
は
、
女
子
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ

と
で
す
」
と
話
す
の
は
、
加
久
藤
中
学
校
野
球
部
主

将
の
境
田
茉
歩
さ
ん
（
3
年
生
）
で
す
。現
在
、
加
久

藤
中
学
校
野
球
部
の
部
員
は
12
人
で
、
女
子
部
員
は

境
田
さ
ん
一
人
で
す
。

　

境
田
さ
ん
は
、
右
投
げ
右
打
ち
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
、

ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
シ
ョ
ー
ト
で
す
。ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し

て
の
境
田
さ
ん
は
、
3
つ
の
球
種
を
持
っ
て
い
ま
す
。

決
め
球
は
、
縦
に
落
ち
る
ス
ラ
イ
ダ
ー
で
す
。
打
順

は
、
4
番
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。「
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も

好
き
で
す
が
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
方
が
好
き
で
す
。
性

格
的
に
ガ
ン
ガ
ン
押
し
て
い
く
タ
イ
プ
な
の
で
、
ス

ト
レ
ー
ト
で
追
い
込
み
、
空
振
り
三
振
が
と
れ
た
時

に
は
、
す
ご
く
気
持
ち
い
い
で
す
」

　

境
田
さ
ん
が
、
プ
ロ
を
目
指
す
き
っ
か
け
と
な
っ

た
の
は
、
小
学
校
5
年
生
の
時
に
受
け
た
プ
ロ
野
球

選
手
の
野
球
教
室
で
し
た
「
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
指

導
中
、『
君
は
、
セ
ン
ス
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。き
っ
と

プ
ロ
野
球
選
手
に
な
れ
る
よ
。こ
れ
か
ら
は
自
信
を

持
っ
て
練
習
に
励
み
な
さ
い
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
が
大
き
か
っ
た
で
す
」

お
前
も
野
球
を
や
っ
て
み
ろ

　

境
田
さ
ん
と
野
球
と
の
出
会
い
は
、
小
学
校
２
年
、

兄
の
野
球
の
練
習
を
見
に
行
っ
た
時
で
し
た
。「
コ
ー

チ
を
し
て
い
る
父
か
ら
、『
お
前
も
野
球
を
や
っ
て

野球が楽しくて仕方ない

さか いだ・まほ／加久
藤中 3 年／趣味：菓子
づくり（ケーキなどを週
末、母親と作っていま
す）。今、はまっている
ことは、キティーちゃん
のグッズ集め

み
ろ
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
野
球
よ
り
も
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
が
や
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
練
習
を

重
ね
て
い
く
う
ち
に
野
球
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
り
、

野
球
が
楽
し
く
て
仕
方
な
く
な
り
ま
し
た
」

　

そ
ん
な
境
田
さ
ん
も
、
野
球
を
辞
め
た
い
と
思
っ

た
時
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
試
合
で
全
く
打
て
な

か
っ
た
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
帰
り
の
車
の
中
、
父

に
、
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
ら
れ
ま
し
た
。
打
て
な
か
っ
た

悔
し
さ
で
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
、

初
め
て
、
野
球
を
辞
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
負

け
ず
嫌
い
な
私
は
、『
な
に
く
そ
』
と
い
う
気
持
ち
が

込
み
上
り
、
ま
す
ま
す
野
球
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
野
球
を
勧
め
て
く
れ
た
父
に
感
謝
し
て
い

ま
す
」

チ
ー
ム
一
丸
で
優
勝
を
目
指
す

　

境
田
さ
ん
は
、
昨
年
の
夏
か
ら
加
久
藤
中
学
校
野

球
部
の
主
将
と
し
て
チ
ー
ム
を
け
ん
引
し
て
い
ま
す
。

　
「
最
初
は
、
後
輩
を
ま
と
め
る
の
が
大
変
で
し
た
。

今
は
、
チ
ー
ム
も
ま
と
ま
り
、
野
球
の
こ
と
や
勉
強

の
こ
と
、
悩
み
な
ど
何
で
も
言
い
合
え
る
仲
に
な
っ

て
い
ま
す
。加
久
藤
中
学
校
野
球
部
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
は
最
高
で
す
。ど
こ
に
も
負
け
ま
せ
ん
」。チ
ー
ム

メ
イ
ト
は
、「
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
的

存
在
で
頼
り
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

境
田
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
の
夏
の
大
会
が
中
学
校

生
活
、
最
後
の
公
式
戦
に
な
り
ま
す
。「
チ
ー
ム
と
し

て
、
な
か
な
か
、
打
線
が
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
夏
に

向
け
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
強
化
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
、
1
試
合
、
1
試
合
、
完
封
・
完
投
を
目
指
せ
る

よ
う
練
習
に
励
み
ま
す
」

　
「
夏
の
大
会
は
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
守
り
、
少

な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
す
る
野
球
で
、
西
諸
で
も
、

県
で
も
優
勝
し
た
い
で
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
応
援

に
来
て
く
だ
さ
い
」

Profile

加
久
藤
中
学
校
野
球
部
主
将　

境
田
茉
歩
さ
ん
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星
の
ふ
る
さ
と
日
本
一
に
５
度

輝
い
た
小
林
市
が
誇
る
北
き
り
し

ま
コ
ス
モ
ド
ー
ム
に
、
宮
崎
県
内

で
は
二
人
し
か
い
な
い「
星
の
案

内
人（
通
称
：
星
の
ソ
ム
リ
エ
）」

が
い
ま
す
。館
長
の
東
修
一
さ
ん

と
柚
木
山
成
樹
さ
ん
で
す
。

　

二
人
は
、
客
の
要
望
に
応
え
て

ワ
イ
ン
を
選
ぶ
ソ
ム
リ
エ
の
よ
う

に
、
星
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

　

二
人
が
星
の
ソ
ム
リ
エ
を
知
っ

た
の
は
４
年
前
。資
格
取
得
の
た

め
に
福
岡
ま
で
通
い
勉
強
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
受
講
者
の
中
で
一

人
し
か
合
格
し
な
い
こ
と
も
あ
る

狭
き
門
を
突
破
し
、
星
の
ソ
ム
リ

●アスパラとニンジンの肉巻き

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
地
域

支
え
合
い
事
業
で
湯
田
の

「
湯
た
ん
ぽ
2
班
」
の
皆
さ
ん
が

作
っ
た
「
ア
ス
パ
ラ
と
ニ
ン
ジ
ン

の
肉
巻
き
」
で
す
。

ア
ス
パ
ラ
と
ニ
ン
ジ
ン
の
肉
巻

き
は
、
し
ょ
う
ゆ
が
き
い
た
甘
辛

な
味
付
け
で
、
ご
は
ん
と
の
相
性

が
抜
群
で
す
。
晩
ご
は
ん
の
主
菜

や
お
弁
当
な
ど
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

巻
く
肉
を
豚
バ
ラ
肉
で
は
な
く
、

豚
ロ
ー
ス
肉
を
使
う
と
脂
も
少
な

く
野
菜
の
お
い
し
さ
が
引
き
立
つ

一
品
に
仕
上
が
り
ま
す
。

料
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
豚
肉
を

ら
せ
ん
状
に
巻
き
、
焼
く
時
は
、

巻
き
終
わ
り
か
ら
焼
く
こ
と
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
つ
ま
よ
う
じ

で
刺
し
た
り
、
片
栗
粉
を
ふ
っ
た

り
と
い
う
面
倒
な
こ
と
を
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
す
。 

【材料】２人分
豚 肉 薄 切 り ８ 枚、 ア ス パ ラ ガ
ス ４本、ニンジン １本、 塩 適宜、
しょうゆ 大さじ１、酒 大さじ１、
みりん 大さじ１、砂糖 お好みで

【作り方】
① フライパンにお湯を沸かし、半分の長さに切ったアスパラ
ガスとアスパラガス位の太さに切ったニンジンを塩ゆでする。
②肉に軽く塩をして、アスパラガスとニンジンを巻く。
③お湯を捨てて水気を拭いたフライパンに油を引いて焼く。
色が付いてきたら調味料を入れて煮絡める。

【紹介者】湯たんぽ 2 班のみなさん

エ
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
格
取
得
後
、
二
人
は
、
星
の

ソ
ム
リ
エ
と
し
て
季
節
で
違
う
星

空
を
さ
ら
に
勉
強
し
、
来
館
者
に

詳
し
い
数
値
や
神
話
を
交
え
、
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が

溢
れ
て
い
ま
す
。
東
さ
ん
は
、
星

の
美
し
さ
の
理
由
を
科
学
の
世
界

か
ら
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
理

論
派
。
柚
木
山
さ
ん
は
、
神
話
を

交
え
て
紹
介
す
る
ロ
マ
ン
チ
ス
ト

で
す
。

　

柚
木
山
さ
ん
は
星
の
魅
力
を

「
同
じ
星
で
も
、
そ
の
美
し
い
自

然
の
光
は
季
節
や
天
候
、
場
所
で

見
え
方
が
全
く
違
う
こ
と
を
知
っ

て
、
星
の
魅
力
を
知
っ
て
ほ
し

い
」、
東
さ
ん
は「
そ
ん
な
本
物
の

美
し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
で
や
す

ら
ぎ
を
感
じ
、
思
い
出
を
作
っ
て

も
ら
え
れ
ば
」と
目
を
輝
か
せ
て

話
し
ま
す
。

　

北
き
り
し
ま
コ
ス
モ
ド
ー
ム
に

行
け
ば
、
分
か
り
や
す
い
解
説
と

と
も
に
美
し
い
星
景
色
を
体
感
で

き
、
よ
り
深
い
感
動
を
き
っ
と
味

わ
え
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
果
て
し

な
く
美
し
い
星
空
へ
と
誘
う
、
個

性
豊
か
な
星
の
案
内
人
が
い
る
か

ら
で
す
。

問
北
き
り
し
ま
コ
ス
モ
ド
ー
ム

☎
０
９
８
４
‐
27
‐
２
４
６
８

小
林
市
南
西
方
８
５
７
７
‐
18

ごはんとの相性が抜群の甘辛だれが食欲をそそる一品

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

vol.60

レシ
ピ

東さんと柚木山さん（左から）

霧島市都城市
大隅国建国1300年記念シンポジウム都城ぼんち市

●�日 時 ＝5月11日（土）
午前10時～午後4時
30分

●�場所＝霧島市シビッ
クセンター 2階多目
的ホール

●�内 容 ＝和銅6（713）
年に建国された大隅
国は平成25年で建国
1300年を迎えます。
大隅国の歴史的意義
を知ってもらい、今
後について考えます。

●�日 時 ＝5月12日（日）
午前8時～午前11時

●�場所＝都城市東中通
り

●�内容＝都城市の中心
市街地で毎月第２日
曜日に開催中の「都城
ぼんち市」。地元の農
畜産物や加工品、新
鮮な魚介類などを軽
トラックや店舗に陳
列し販売。多くの買い
物客でにぎわいます。

�霧島市教育委員会文化振興課　☎0995-42-1119�都城商工会議所　☎0986-23-0001
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私
た
ち
の
会
は
、
京
町
温
泉
活
性
化

の
た
め
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
、

温
泉
郷
に
ふ
さ
わ
し
い
街
並
み
、
景
観

を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
平
成
22

年
７
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
会

員
は
、
77
人
で
す
。

会
は
、
具
体
的
に
二
つ
の
目
標
を

も
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
生
活
環
境
を
改
善
す
る
こ

と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
温
泉
郷
の
道

路
周
辺
や
遊
休
地
に
花
や
花
木
を
植
栽

し
、
潤
い
あ
る
街
並
み
景
観
を
生
み
出

　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
運

動
器
症
候
群
、
以
下「
ロ
コ
モ
」）と
は
、

運
動
器
の
障
害
で
要
介
護
に
な
る
リ
ス

ク
が
高
い
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。

　

ロ
コ
モ
は
、「
メ
タ
ボ
」や「
認
知
症
」

と
並
び「
健
康
寿
命
の
短
縮
」、「
寝
た

き
り
や
要
介
護
状
態
」の
３
大
要
因
の

一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

【
７
つ
の
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
】

「
片
足
で
靴
下
が
は
け
な
い
」、「
家
の

中
で
つ
ま
づ
い
た
り
滑
っ
た
り
す
る
」、

「
階
段
を
上
が
る
の
に
手
す
り
が
必
要

で
あ
る
」、「
横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡

り
き
れ
な
い
」、「
15
分
く
ら
い
続
け
て

歩
け
な
い
」、「
2
㎏
（
1
ℓ
牛
乳
2

本
）程
度
の
買
い
物
を
持
ち
帰
れ
な
い
」、

「
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
が
困
難
」　

以
上
の
7
つ
の
項
目
に
1
つ
で
も
当
て

は
ま
れ
ば
ロ
コ
モ
が
疑
わ
れ
ま
す
。
専

門
家
の
診
断
を
受
け
、
治
療
の
必
要
が

な
け
れ
ば
運
動
を
し
ま
す
。

【
ロ
コ
モ
の
運
動
療
法
】

○
大
腿
四
頭
筋（
太
も
も
）の
訓
練　

○
片
足
立
ち

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

潤
い
あ
る
街
並
み
景
観
づ
く
り
で
は
、

温
泉
街
各
所
に
新
た
に
花
壇
を
作
っ
た

り
、
市
道
路
肩
に
花
木
を
植
栽
し
た
り

し
ま
し
た
。
整
備
し
た
と
こ
ろ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
あ
じ
さ
い
ロ
ー
ド
と
コ
ス
モ

ス
ロ
ー
ド
と
名
づ
け
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
京
町
あ
お
ぞ
ら
市
に
参

加
し
て
活
動
を
ピ
ー
ア
ー
ル
し
て
い
ま

す
。自

分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
住

民
自
ら
が
き
れ
い
に
し
て
い
く
こ
と
は
、

連
帯
感
を
つ
く
り
、
日
常
の
つ
な
が
り

も
深
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
潤
い
の

あ
る
温
泉
郷
を
目
指
し
「
で
き
る
も

の
」
か
ら
を
合
言
葉
に
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
立
ち
上
が
り
訓
練

○
階
段
昇
降
訓
練

○
１
分
間
腕
立
て
訓
練

な
ど
が
あ
り
ま
す
。加
え
て
、ス
ト
レ
ッ

チ
や
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
う
と
、
も
っ
と

効
果
が
あ
り
ま
す
。
運
動
を
行
う
と
き

は
無
理
を
し
な
い
、
転
倒
や
け
が
を
し

な
い
よ
う
に
、
安
全
を
確
保
し
て
行
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
間
の
体
の
機
能
は
、
使
わ
な
い
と

使
え
な
く
な
り
ま
す
。
元
気
な
う
ち
か

ら
運
動
習
慣
を
身
に
着
け
、
ロ
コ
モ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。　

文
：
萩
原
保
健
師

ぷらいど21基金助成団体の活動紹介

まちづくり活動 いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  a c t i v i t i e s

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
予
防
し
よ
う

温
泉
郷
を
花
い
っ
ぱ
い
に
花
と
E
M
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

花とEMで潤いのある
まちづくり委員会
会長　永友隆雄さん

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

花木を植樹し、景観づくりを行いました

　

地
域
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身

近
な
暮
ら
し
の
場
で
す
。
し
か
し
、
現

代
で
は
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
が
進
み
、

地
域
の
つ
な
が
り
が
弱
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
で
は
、
地
域
の
絆

き
ず
な
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
改
め
て
う
か
が
い
知
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

地
域
の
絆
を
結
び
、
地
域
力
を
高
め

る
た
め
に
は
、
多
様
な
視
点
を
反
映
し

た
地
域
運
営
が
必
要
で
す
。地
域
の
実

情
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
地

域
に
お
け
る
「
決
め
事
」
の
場
に
女
性

が
参
画
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

え
び
の
市
で
は
、
政
策
・
方
針
決
定

過
程
へ
の
女
性
の
参
画
が
少
な
く
、
自

治
会
長
に
占
め
る
女
性
の
割
合
も
低

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。そ
の
背
景
に
は
、

男
女
の
性
別
役
割
分
担
意
識
が
固
定
化

（
※
）
し
、
女
性
が
自
治
会
等
の
役
員
に

就
く
こ
と
に
つ
い
て
認
識
が
低
い
と
い

う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

男
女
が
と
も
に
、
地
域
の
活
動
に
参

ストップ！侵入犯罪

えびの消防署の人事異動

4月 1 日付けの人事異動で職員が変わりました。
　

【着任】署長 岡元秋人（消防本部予防課）、九嶋正人（高
原分遣所）、松田健作（中央消防署）

【離任】永迫誠二（須木分遣所）、眞方智宏（中央消
防署）、寺谷裕一郎（中央消防署）

【退職】前原幸太郎（署長）

※今年に入り火災が 6 件（建物 2 件）発生しています。
火気を取り扱う場合は、万全の準備と十分な注意を
お願いします。

住 宅 を 対 象 と し た 侵 入 窃 盗 は 、平 成 2 0 年 は
全 国 で 約 9 万 5 千 件 で す 。5 分 に 1 件 、1 日

約 2 6 0 件 の 家 が 被 害 に 遭 っ て い ま す 。
　 え び の 市 で も 平 成 2 4 年 の 空 き 巣 等 侵 入 盗 は
1 5 件 発 生 し て い ま す 。そ の 内 、無 締 ま り は 、1 0
件 で 、無 施 錠 率 6 6 . 7 ％ と な っ て い ま す 。

～被害に遭わないためにもう一度確認～
○外出する時、家の鍵をかけていますか？

○家を留守にする時、近所に一声かけていますか？

○自分の身の回りで空き巣の被害に遭った家はあり
ませんか？

※「しまった」と思う前に、もう一度、確認を

3月の交通事故発生状況
人 身 8件 本年3月末 24件
物 件 13件 本年3月末 67件

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 1件 年 計 6件
救 急 63件 年 計 199件

画
す
る
こ
と
は
、
多
様
な
視
点
を
持
つ

と
い
う
観
点
か
ら
、
地
域
の
活
性
化
、

暮
ら
し
の
改
善
の
た
め
に
必
要
不
可
欠

と
い
え
ま
す
。

　

地
域
活
動
の
一
員
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
今
後
、
女
性
も
男
性
と
同
様
、
政

策
・
方
針
決
定
過
程
に
積
極
的
に
参
画

し
、
地
域
づ
く
り
を
担
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
：
例
え
ば
「
男
性

は
主
要
な
業
務
、女
性
は
補
助
的
業
務
」等
、男
性
・

女
性
と
い
う
性
別
を
理
由
と
し
て
、
役
割
を
固
定

的
に
分
け
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

文
：
市
民
協
働
課
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母
逝ゆ

き
し
四
月
来
に
け
り

満
開
の
桜
の
下も
と

に
面
影
偲
ぶ

下
浦　

亀
澤
尚
子

四
月
は
風
と
光
に
よ
り
一
斉
に
芽
吹
き
諸
も
ろ

の
植
物
が
若
草
色
と
な
る
。
作
者
は
春
た
け
な

わ
の
咲
き
満
つ
る
桜
の
下
で
清
々
し
く
明
る
き

が
故（
ゆ
え
）に
亡
き
母
へ
の
思
い
出
に
浸
り
、

春
の
愁
い
に
胸
篤（
あ
つ
）く
い
る
。
母
こ
そ
は
、

尽
き
る
こ
と
の
な
い
命
の
泉
で
あ
る
。
母
恋
の

溢
れ
た
詠
で
あ
る
。（
評 

竹
下
妙
子
）

春
ま
じ
か

町　

石
井
高
子

白
木
蓮
の
蕾
が
ぷ
っ
く
ら
膨
ら
み
ま
し
た

裸
の
枝
は
寒
そ
う
に
風
に
吹
か
れ
て

震
え
て
ま
し
た

小
鳥
が
チ
ッ
チ
と
歌
っ
て
い
ま
す

は
る
が
間
近
と
歌
っ
て
い
ま
す

白
木
蓮
の
足
下
の

か
ぐ
わ
し
い
香
り
は
和
水
仙

凛
と
す
ま
し
て
咲
い
て
ま
す

蕗
の
薹
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
顔
を
の
ぞ
か
せ
て

春
よ
来
い
早
く
来
い
と
言
っ
て
ま
す

空
の
青
さ
も
霞
が
か
っ
て

春
が
間
近
と
教
え
て
い
ま
す

み
ん
な
春
を
待
っ
て
ま
す

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
待
っ
て
ま
す

春
ま
じ
か
の
こ
の
頃
は

恋
す
る
乙
女
に
思
え
ま
す

身
ほ
と
り
に
妣
あ
る
気
配
春
の
風

白
鳥　

中
堀
ふ
じ
子

昨
年
十
二
月
に
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
生
前

は
我
儘
な
人
だ
と
思
い
喧
嘩
も
し
ま
し
た
が
今

で
は
温
か
い
風
が
吹
く
と「
母
さ
ん
が
、
私
を

応
援
し
て
く
れ
る
」と
思
え
る
の
で
す
。
不
思

議
で
す
ね
。（
自
註
）

短
歌

俳
句詩

棚、踏み台等、日常生活
の中で、あれば便利だ

けど、と感じることが結構あ
りますよね。そんな時はこの
本を見て作っちゃいましょう。
やり方は簡単、書いてあると
おり道具と材料をそろえ、切
断、組付けするだけ。
　誰でも簡単に作れるように
わかりやすく丁寧に書かれて
います。オリジナルの作品が
できれば、お父さんの株が上
がること間違いないでしょう。

初めてでも作れる
可愛いナチュナル家具 73

山岡朝子／編
（株式会社主婦と生活社）

大切な人との別れを乗り
越える過程が、動物を通

じてほのぼのとした友情で書
かれています。
　年老いたゾウは自分が死ぬ
時が来たことを悟る。しかし、
一緒に暮らしていたネズミは
それを受け入れることができ
ない。だが、いくつもの季節が
過ぎていき、ネズミも成長し
ていくうちに…
　子どもから大人までを対象
に３世代をつなぐ絵本です。

だいじょうぶだよ、ゾウさん

ローレンス・ブルギニョン／作
柳田邦男／訳（文溪堂）

週間行事 春の図書館まつり（～ 5/12）
雑誌処分展（～ 5/6）

4 土 おはなし会 10：30 〜 11：30
7 火 図書館休館日
8 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05

10 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
11 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
12 日 一日図書館員体験 13：30 ～ 15：30
13 月 図書館休館日
14 火 ブックスタート（１歳児に絵本配布）
15 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35
18 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
19 日 ちょこっと講座 13：30 ～ 14：30
20 月 図書館休館日
22 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
24 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：05

喫茶「ふら～っと」営業 9：45 ～ 11：00
25 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
27 月 図書館休館日
29 水 移動図書館車巡回① 14：10 ～ 15：35

図書館休館日（館内整理日）

◎5月のスケジュール

◎イベント
新聞紙エコバックを作ろう！
　市民図書館では、講師に「みやざきエコの会」を招き、

「英字新聞で新聞紙エコバックを作ろう」を行います。
市民の皆さんの参加をお待ちしています。

●とき＝5月19日（日）13：30 ～ 14：30
●ところ＝市民図書館学習室
●参加料＝無料
●定員＝先着20人
●対象＝小学生～大人まで

えびの市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「桜ほうさら」　宮部みゆき 著　PHP研究所
○「蘭陵王の恋」　平岩弓枝 著　文藝春秋
○「ふたたびの加奈子」　新津きよみ 著　角川春樹事務所
○「闇医者おゑん秘録帖」　あさのあつこ 著　中央公論社
○「笑うハーレキン」　道尾秀介 著　中央公論社

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 37 ｰ 2528まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

※このコーナーは、これまでの広報紙の記事を一部抜粋、修正して掲載しています

5
月
4
日
、池
島
地
区
で
「
木
崎
原
古

戦
場
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祭
に
は
、武
者
行
列
や
模
擬
合
戦
を
一
目
見

よ
う
と
市
内
外
か
ら
約
６
０
０
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

祭
で
は
、
亀
城
、
久
藤
城
、
桶
平
城
か
ら
の
武

者
行
列
を
再
現
。背
中
に
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
た
大

人
10
人
と
子
ど
も
30
人
が
勇
壮
な
武
者
姿
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
よ
る
模

擬
合
戦
、
両
軍
戦
死
者
追
悼
供
養
、
居
合
い
抜
き

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
5
年
5
月
掲
載
）

戦国の武者、木崎原に （木崎原古戦場まつり）

今月は、20 年前の広報紙にタイムスリップ
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広 報 担 当 者として4 年目がスタートしました 。平成 2 5
年 度もわかりやすく、読 みやすい広 報 紙をモットー

に 頑 張 って い きま す。イベ ントや 行 事 など で見 か け た 時
は、気 軽 に声をかけてください。（川野）

人　口 20,418人（－195人）

男性／ 9,531人（－114人）　女性／ 10,887人（－81人）

転入／ 170人　転出／ 348人
出生／ 11人　死亡／ 28人

世帯数 8,876世帯（－53世帯）
（平成25年4月1日現在）

E
d
ito

r's

お し ら せお し ら せ
i n f o m a t i o ni n f o m a t i o n

した。たくさんの温かいご支援ありがとうございました。

区　　分 義援金
個人 1,424,643 円
企業・団体 6,185,678 円
自治会（旧区・分区） 7,067,279 円
総額 14,677,600 円

　市社会福祉協議会では、引き続き、東日本大震災の義
援金を受け付けています。

【受付期間】平成26年3月31日（月）まで
【受付場所】えびの市社会福祉協議会
問市社会福祉協議会
☎35-2800
問日本赤十字社宮崎県支部
☎ 0985-22-4045
問宮崎県共同募金会
☎0985-22-3878

音声（朗読）ボランティア講座
受講生募集

　宮崎県立視覚障害者センターでは、小林えびの西諸県
地区で、音声訳（朗読）ボランティア養成講座を行いま
す。この講座は、視覚障害者が豊かな生活を送れるよう
に、広報紙や議会だより、本など、分かりやすく読み上
げるための講座です。

【開催日時】平成 25 年 5 月～平成 26 年 3 月
第 2、第 4 土曜日（午後１時 30 分～午後 3 時 30 分）

【講師】堀之内悦子、水間節子
【会場】小林市社会福祉センター（小林市立図書館横）
【申込方法】小林市社会福祉センターに電話で申し込み

ください。
問小林市社会福祉センター
☎23-3466

軽自動車税は納期内に納めましょう

　軽自動車税は、毎月４月１日現在で、宮崎運輸支局に登
録してある軽自動車や126㏄以上のバイク、市町村で登録
されているバイク（125㏄以下）や小型特殊自動車を持って
いる人に課税されます。
　軽自動車等の所有者は、５月３１日（金）までに軽自動車
税を納めてください。
　市役所または金融機関、各コンビニエンスストアでも軽
自動車税を納めることができます。詳しくは、納税通知書
をご覧ください。
　　もし、５月中旬までに納税通知書が届かないときは、
市税務課まで問い合わせてください。
　なお、障害者のために使用する自動車について、一定の
要件に該当する場合は、5月24日（金）までに申請すれば、
自動車税の一定額が減免されます。
問市税務課市民税係
☎35-1111（内線213・216）

自動車税は納期内に納めましょう

　自動車税は、４月１日現在、宮崎運輸支局に登録され

ている自動車の所有者または使用者に課税されます。
　自動車の所有者は、5月31日（金）までに、自動車税を
納めてください。
　金融機関または県税・総務事務所のほか、各コンビニ
エンスストア、インターネット利用によるクレジット
カードでも自動車税を納めることができます。詳しくは
納税通知書をご覧ください。
　　もし、5月中旬までに納税通知書が届かないときは、
お近くの県税・総務事務所までご連絡ください。
　なお、障害者のために使用する自動車について、一
定の要件に該当する場合は、5月31日までに申請すれば、
自動車税の一定額が減免されます。
問小林県税・総務事務所
☎ 23-3194（自動音声案内）

メジロの捕獲・飼養について

　愛がん飼養を目的とするメジロの捕獲は、これまで野
鳥の中で唯一、許可によって認められていましたが、平
成 24 年 4 月から許可を行わなくなりました。違法に捕
獲した野鳥は、飼うことができません。
　現在、市から許可を受けて飼養している愛がん用のメ
ジロは、飼養登録の更新手続きをすることで引き続き飼
うことができます。
※違法捕獲・飼養は、厳しく処罰されます。
問県自然環境課
☎ 0985-26-7291
問西諸県農林振興局林務課
☎ 23-4725
問市農林整備課林務係
☎35-1111（内線221）

都市計画変更の図書縦覧

　市では、えびの都市計画用途地域変更の縦覧を行って
います。

【変更個所】真幸地区工業地域の一部廃止
【縦覧日】3 月 28 日（木）～　※土・日・祝日は除く
【時間】午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
【閲覧場所】市建設課
問市建設課建設係
☎35-1111（内線242・243）

都市計画道路（京町内竪線）
変更案の住民説明会

　宮崎県小林土木事務所では、都市計画道路（京町内竪
線）の変更を予定しています。都市計画道路変更にとも
ない変更案の住民説明会を行います。

【説明概要】都市計画道路「京町内竪線」の変更案
（県道京町小林線、京町温泉駅から向江橋の区間）
【開催日時】第1回：5月14日（火）　午後7時～

第2回:5月19日（日）　午前10時30分～
【場所】真幸地区体育館（真幸アリーナ）集会室
問宮崎県小林土木事務所道路建設担当
☎23-5165

引き続き、東日本大震災の
義援金を受け付けています

　東日本大震災を受け、えびの市にこれまでに寄せられ
た義援金は、合計14,677,600円となりました。（平成25
年3月14日現在）。寄せられた義援金は、市社会福祉協
議会を通じて全額、日本赤十字社宮崎県支部に送られま

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 4 月 20 日、「道の駅えびの」のが
オープンしました。オープン前の「道
の駅えびの」にえびの市のマスコッ
トキャラクター「みなほ」が一足先
にお邪魔しました。

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期
4月30日（火）までに納めましょう。
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撮影：えびの高原つつじケ丘付近周辺

ノカイドウ
Malus spontanea

バラ科リンゴ属の落葉低木。霧島山の固有種。
国 RDB 絶滅危惧 IB 類（EN）、宮崎県 RDB 絶滅危惧 IA 類（CR-r）

世界で霧島山でしか見ることのできないノカイドウ。
そのほとんどがえびの高原に自生しています。


